
JSS東北第 11回地方会を下記のとおり宮城県仙台市で開催いたします．
今回のテーマは「匠の技を学ぶ」です．循環器，乳腺，消化管の 3領域について，現在第一線で活躍している超音波
検査士の先生方より，豊富な経験から導き出される症例の診かた・考え方，そしてベテランならではのこだわりの描出
テクニックなどについてご講演いただきます．
さらに一般演題では日頃の研究成果をご発表いただき，会場の皆さんと活発なディスカッションを行っていただきた
いと考えております．どうぞ奮ってご参加いただきますようご案内申し上げます．

記

テーマ：『匠の技を学ぶ』
日　時： 2009年 12月 6日（日）10時 00分�17時 00分（受付 9時 20分�）
会　場：艮陵会館（東北大学病院向かい）
参加費：正会員・事前登録： 1,000円，正会員・当日受付： 1,500円　非会員（事前登録なし）： 3,000円
ご注意：＊事前登録制を導入しています．

今回から全て「WEBによる事前登録」となりますのでご注意ください．
受付期間：2009年10月22日�11月11日　　定　員：250名
※変更となる場合もあります．詳細はホームページ（http://www.jss.org）をご参照ください．
＊事前登録は登録時点で入会が承認されている会員の方のみご利用が可能です．非会員の方や入会手続中の
方はご利用いただけません．
＊事前登録の方のみで定員に達した場合は，未登録の方の当日ご参加はお受けできません．申込状況はホー
ムページの地方会のページをご覧ください．
＊事前登録で空席がある場合にのみ当日のご参加をお受けいたしますが受付開始は事前登録の方を優先させ
ていただきます．
＊地方会ご参加の方は事前登録の有無に関わらず，会員証をご持参ください．
＊会場内でのビデオカメラおよびでデジタルカメラ等での撮影は禁止といたします.
＊本会は，日本超音波医学会認定の検査士資格更新，5単位が取得できます．
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JSS東北 第11回地方会のお知らせ

実行委員長　大平　未佳(東北大学病院)
主催　JSS東北地方会・日本超音波検査学会

艮陵会館（東北大学病院向かい）
〒 980–0873 宮城県仙台市青葉区広瀬町 3-34

□電車：地下鉄仙台駅から泉中央行きに乗車し，
北四番丁駅下車．
北 2出口より八幡町方面へ徒歩約 10分．

□バス：仙台駅前バス乗り場
「10」「15」「25」「29」「31」番から，八幡方面
行きのバスに乗車し，大学病院前下車．
所要時間 20分．

連絡先：〒 980–8574 仙台市青葉区星陵町 1-1 東北大学病院診療技術部　大平　未佳
TEL: 022–717–7380 E-mail:oohira@mail.jss.org（できるだけEメールでお願いします）



JSS東北第11回地方会　プログラム
12月6日（日）

9:20�9:50 受　　　付

9:50�10:00 開会挨拶・オリエンテーション

10:00�11:10 第 I部　講演
循環器領域における「匠の技」

講師：高橋　秀一（天理よろづ相談所病院臨床病理部）
司会：藤田　雅史（みやぎ県南中核病院検査診療部検査科）

11:10�11:20 休　　　憩

11:20�12:20 第 II部　一般演題1

演題を募集しております．
演題応募要項については下記をご参照ください．

12:20�13:20 昼　　　食・休　　　憩

13:20�14:30 第 III部　講演
乳腺領域における「匠の技」

講師：白井　秀明（札幌ことに乳腺クリニック）
司会：久保田政昭（中通総合病院検査部生理検査課）

14:30�14:40 休　　　憩

14:40�15:40 第 IV部　一般演題2

演題を募集しております．
演題応募要項については下記をご参照ください．

15:40�15:50 休　　　憩

15:50�17:00 第V部　講演
消化管領域における「匠の技」

講師：西田　　睦（北海道大学病院検査・輸血部）
司会：山下　安夫（東北労災病院超音波診断部）

《一般演題募集要項》
●発表 7分，質疑 3分の予定です．
●演題名，氏名，会員番号，施設名，連絡先（メールアドレス）を明記したメールを下記宛先にお送りください．
●宛　　先：大平　未佳（oohira@mail.jss.org）
●演題締切： 2009年 10月 31日
●抄録締切： 2009年 11月 19日
・申込受付後，演題抄録雛形（全文 440字以内）をお送りします．
・演題採否およびプログラム編成はご一任ください．
・一般演題発表者は参加 5単位に加え，発表 5 単位の取得が可能です．（参加登録は必須です）
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